
鶴
岡
市
議
会
厚

生
常
任
委
員
会
の

行
政
視
察
が
４
日

か
ら
６
日
に
行
わ

れ
、
静
岡
県
三
島

市
、
岐
阜
県
岐
阜

市
、
愛
知
県
安
城

市
を
視
察
し
ま
し

た
。三

島
市
は
「
ス

マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ

ス
み
し
ま
」
の
一
環
と
し

て
７
割
の
無
関
心
層
に
働

き
か
け
る
た
め
「
健
幸
マ

イ
レ
ー
ジ
」
を
推
進
し
、

三
島
市
・
タ
ニ
タ
協
働
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

岐
阜
市
は
で
子
ど
も
・

若
者
支
援
セ
ン
タ
ー
「
エ

ー
ル
ぎ
ふ
」
を
視
察
し
ま

し
た
。
今
後
ま
す
ま
す
多

様
化
、
複
雑
化
す
る
子
ど

も
た
ち
、
思
い
悩
む
保
護

者
に
対
し
て
、
枠
を
超
え

て
連
携
。
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
総
合
的
に
相
談
・
支
援

の
窓
口
と
し
て
平
成

年
26

４
月
に
開
設
。
以
後
子
ど

も
・
若
者
・
保
護
者
を
含

め
た
多
様
な
相
談
を
一
手

に
担
い
、
支
援
体
制
を
調

整
し
、
連
携
を
作
っ
て
い

ま
す
。

安
城
市
は
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
事
業
で
高
齢

者
を
中
心
と
し
た
支
援
体

制
を
作
り
、
地
域
に
あ
る

問
題
の
解
決
策
を
検
討
し

行
政
施
策
に
反
映
さ
せ
る

仕
組
み
を
構
築
し
、
先
進

的
に
実
践
し
て
き
ま
し

た
。
子
ど
も
・
若
者
・
高

齢
者
の
支
援
体
制
を
強
化

す
る
に
は
枠
を
越
え
て
の

連
携
体
制
を
作
る
こ
と

が
、
本
市
に
お
い
て
も
必

要
に
迫
ら
れ
る
課
題
と
捉

え
視
察
を
終
え
ま
し
た
。

委
員
と
し
て
加
藤
鉱
一

市
議
、
坂
本
昌
栄
市
議
が

参
加
し
ま
し
た
。
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原
水
爆
禁
止
田
川
地
区

協
議
会
と
原
水
爆
禁
止
田

川
地
区
会
議
が
共
催
で
取

り
組
ん
だ
「
核
も
原
発
も

な
い
平
和
な
社
会
を
！
」

と
題
し
た
講
演
会
が
、
２

日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
核
兵
器
廃
絶
の
流
れ

と
平
和
運
動
」
と
題
し
て

川
田
忠
明
氏
（
日
本
平
和

委
員
会
常
任
理
事
）
が
講

演
。
被
爆
者
を
は
じ
め
日

本
の
反
核
運
動
や
世
界
中

の
平
和
を
求
め
る
市
民
の

声
が
、
昨
年
７
月
の
核
兵

器
禁
止
条
約
締
結
に
実
っ

た
こ
と
、
北
朝
鮮
問
題
で

も
「
対
話
に
よ
る
解
決
」

を
求
め
た
世
論
が
大
き
く

情
勢
を
進
展
さ
せ
て
い
る

こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
「
福
島
原
発
避

難
者
が
住
宅
で
訴
え
ら
れ

る
」
と
題
し
て
武
田
徹
氏

（
福
島
原
発
被
災
者
フ
ォ

ー
ラ
ム
山
形
・
福
島
代

表
）
が
、
米
沢
に
自
主
避

難
を
続
け
て
い
る
避
難
者

を
追
い
出
す
訴
訟
と
た
た

か
っ
て
い
る
現
状
を
報
告

し
ま
し
た
。

菅
井
巌
、
山
田
守
、
長

谷
川
剛
市
議
が
参
加
し
ま

し
た
。

岐阜市「子ども・若者支援センター」

親子が自由に遊べる部屋

鶴
岡
生
活
と
健
康
を
守

る
会
（
遠
藤
喜
一
郎
会
長
）

は
６
日
、
市
福
祉
課
に
対

し
て
生
活
保
護
申
請
等
の

際
に
提
示
さ
れ
る
「
生
活

保
護
の
て
び
き
」
に
つ
い

て
改
善
を
申
し
入
れ
ま
し

た
。
市
側
か
ら
齋
藤
福
祉

課
長
は
じ
め
担
当
職
員
が

応
対
し
ま
し
た
。

冒
頭
に
遠
藤
会
長
が

「『
て
び
き
』
を
示
さ
れ
、

大
荒
地
内
市
ご
み
最
終

処
分
場
を
考
え
る
市
民
の

会
（
以
下
市
民
の
会
）
の

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

整
備
計
画
改
善
要
望
書
へ

の
回
答
が
６
月

日
、
鶴

28

岡
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
民
の
会
は
埋
め
立
て

期
間
の
短
縮
や
、
地
域
住

民
に
影
響
の
な
い
施
設
管

理
に
つ
い
て
要
望
に
つ
い

て
市
当
局
と
意
見
を
交
わ

し
、
市
当
局
は
埋
め
立
て

期
間
に
つ
い
て
「
合
理
的

な
事
情
が
な
い
限
り
短
縮

あ
れ
も
で
き
な
い
、
こ
れ

も
ダ
メ
と
い
う
受
け
止
め

方
を
し
て
い
る
人
が
い

る
。
ぜ
ひ
改
善
し
、
利
用

で
き
る
制
度
に
し
て
ほ
し

い
」
と
申
し
入
れ
の
趣
旨

を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
役
員
で
あ
る

菅
井
巌
市
議
が
８
項
目
の

申
し
入
れ
を
行
い
、
「
生

活
保
護
は
憲
法2

5

条
に
基

づ
く
権
利
で
あ
り
、
誰
も

が
困
窮
事
態
に
陥
っ
た
ら

利
用
で
き
る
制
度
で
あ
る

こ
と
」
「
相
談
者
の
視
点

に
立
ち
相
談
、
申
請
、
調

査
、
利
用
開
始
の
な
が
れ

に
沿
っ
て
丁
寧
に
説
明
す

る
こ
と
」
な
ど
に
つ
い
て

記
載
す
る
こ
と
を
求
め
ま

し
た
。（

２
面
に
つ
づ
く
）

は
む
ず
か
し
い
。

年
以

15

上
の
使
用
が
国
の
指
針
と

な
っ
て
い
る
。
」、
一
般
廃

棄
物
最
終
処
分
場
造
成
に

伴
う
浸
出
水
の
対
策
に
つ

い
て
は
「
浸
出
水
が
落
ち

着
く
ま
で
に
は

年
く
ら

10

い
か
か
る
。
調
整
・
希
釈

な
ど
の
下
水
処
理
を
行
う

の
で
、
す
ぐ
に
は
放
出
で

き
な
い
。
大
山
ま
で
の
下

水
路
、
調
整
池
を
検
討
し

て
い
る
。
」
等
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

市
民
の
会
は
回
答
を
受

け
今
後
見
解
を
ま
と
め
る

予
定
で
す
。

坂
本
昌
栄
、
長
谷
川
剛
、

山
田
守
各
市
議
が
同
席
し

ま
し
た
。

申入書を手渡す遠藤会長



建築課入札結果（ ）内は予定価格
7月5日入札分

・市立保育園 木材購入（土台）（入札6業者うち4業者辞退）
(株)岩浪木材センター 2,300,000円（－）納期～9/28
・市立保育園管理棟 鶴岡産木材購入（集成材）（入札4業者うち2業者辞退）
(株)大和 14,000,000円（－）納期～9/28

温海庁舎産業建設課入札結果（ ）内は予定価格
7月5日入札分

・温海公園整備事業測量業務（湯温海地内）（入札12業者）
(株)鈴木久測量設計事務所 1,600,000円（1,693,000円）

期間～10/12（落札率94.51％）

農山漁村振興課入札結果（ ）内は予定価格
7月5日入札分

・平成30年度油戸海岸離岸堤ブロック製作工事（由良地内）（入札7業
者うち1業者辞退）
菅原建設(株) 45,800,000円（48,432,000円）工期～10/22（落札率94.57％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
7月5日入札分

・市公共下水道事業 汚水1Ｉ094～132号管渠詳細設計業務（高坂地内）
（入札10業者）
(有)鶴岡測量 32,500,000円（33,088,000円）期間～31/3/1（落札率98.22％）
・一般国道朝日温海道路建設に伴う汚水６号管渠移設設計業務（鼠ヶ
関地内）（入札10業者）
(株)榎本測量設計事務所 2,350,000円（2,432,000円）

期間～8/24（落札率96.63％）
・鶴岡市公共下水道事業 汚水19Ｉ101～141号路面復旧工事（谷定・金
谷地内）（入札7業者）
(株)佐藤工務 57,400,000円（58,610,000円）工期～10/31（落札率97.94％）

7月2日入札分
・市集落排水事業 黒川地区人孔嵩上工事（馬渡ほか地内）(入札3業者
うち2業者辞退）
(株)誠朋建設 4,850,000円（4,889,000円）工期～9/14（落札率99.20％）
・市集落排水事業 羽黒中央地区管路施設12－1～2号新設工事（羽黒町
富沢地内）(入札10業者うち1業者辞退）
(株)丸元建設 28,900,000円（29,501,000円）工期～11/15（落札率97.96％）

水道課入札結果（ ）内は予定価格
7月4日入札分

・大塚町地内径100粍配水管撤去工事（大塚町地内）（入札5業者うち1業
者辞退）
松田工業(株) 2,000,000円（2,030,000円）工期～8/29（落札率98.52％）

問

こ
の
間
、
国
・
厚
労

省
は
、
水
道
事
業
の
安
全

と
安
定
が
保
て
な
い
と
危

機
感
を
伝
え
、
「
基
盤
強

化
」
の
た
め
に
「
広
域
化
」

と
「
官
民
連
携
」
が
必
要

だ
と
し
て
水
道
法
を
改
正

し
よ
う
と
し
て
い
る
。

鶴
岡
市
は
、
国
の
施
策

が
具
体
的
に
は
水
道
事
業

の
「
基
盤
強
化
」
が
、
こ

の
よ
う
に
す
す
め
ら
れ
て

よ
る
資
産
管
理
な
ど
に
よ

り
、
効
率
的
な
施
設
の
管

理
運
営
に
努
め
、
経
営
に

関
し
て
は
平
成

年
に
策

28

定
し
た
「
鶴
岡
市
上
下
水

道
事
業
経
営
効
率
化
計

画
」
に
基
づ
き
、
効
率
的

な
経
営
と
併
せ
て
水
道
料

金
の
適
正
基
準
を
維
持
し

て
い
く
こ
と
で
更
新
財
源

を
確
保
し
、
健
全
経
営
を

維
持
し
て
い
き
た
い
。

問

水
道
事
業
の
広
域
化

に
よ
り
、
地
方
議
会
・
住

民
の
水
道
事
業
へ
の
関

与
、
地
域
住
民
の
「
水
の

自
治
」
と
い
う
観
点
が
薄

れ
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る

が
、
水
道
事
業
の
広
域
化

・
官
民
連
携
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
検
討
し
て
い
る

の
か
。

上
下
水
道
部
長

総
務
省

で
は
、
公
営
企
業
の
経
営

基
盤
の
強
化
の
た
め
に
、

広
域
連
携
と
官
民
連
携
を

取
り
組
む
よ
う
水
道
事
業

に
求
め
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
「
事
業
の

持
続
」
と
い
う
観
点
か
ら

酒
田
市
、
庄
内
町
と
の
意

見
交
換
を
行
っ
て
き
た
。

今
年
度
も
酒
田
市
が
受
水

団
体
を
代
表
し
、
広
域
連

携
の
有
効
性
に
関
す
る
調

査
業
務
を
実
施
す
る
。

今
後
の
動
向
は
未
定
だ

が
、
今
国
会
で
審
議
中
の

水
道
法
改
正
（
案
）
に
よ

れ
ば
、
都
道
府
県
の
責
務

と
し
て
水
道
事
業
者
間
の

広
域
的
な
連
携
を
推
進
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。

い
る
な
か
で
、
現
在
の
市

民
生
活
と
水
道
料
金
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

上
下
水
道
部
長

平
成
28

年
に
「
鶴
岡
市
水
道
事
業

ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
た
。

経
費
削
減
の
取
り
組
み
で

は
、
今
後
の
水
需
要
を
見

据
え
た
効
率
的
な
施
設
の

配
置
や
統
廃
合
・
ア
セ
ッ

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法
に

（
１
面
の
つ
づ
き
）

齋
藤
福
祉
課
長
は
、「
課

内
で
『
て
び
き
』
の
見
直

し
を
年
度
内
に
や
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。
頂
い
た

内
容
も
踏
ま
え
て
検
討

し
、
皆
さ
ん
に
も
改
善
さ

れ
た
も
の
に
つ
い
て
示

し
、
改
め
て
ご
意
見
を
い

た
だ
き
た
い
」
と
応
え
ま

後
の
料
金
の
適
正
水
準
に

つ
い
て
検
証
が
必
要
で
あ

る
と
判
断
し
た
も
の
。

今
後
の
水
道
料
金
に
つ

い
て
は
、
審
議
会
の
答
申

後
の
検
討
と
な
る
が
、
市

町
村
合
併
時
に
審
議
会
か

ら
「
生
活
弱
者
な
ど
の
使

用
者
に
福
祉
的
配
慮
を
求

め
る
」
と
の
付
帯
意
見
を

頂
い
て
い
る
。
今
後
も
「
福

祉
的
配
慮
」
に
つ
い
て
重

視
し
て
い
く
。

６
月

日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問

19

で
、
日
本
共
産
党
の
山
田
守
議
員
は
、
水
道
料
金
の
検

討
に
つ
い
て
、
市
当
局
の
対
応
を
質
し
ま
し
た
。

市
民
生
活
と
水
道
料
金
の
あ
り
方
は

問

鶴
岡
市
は
水
道
料
金

適
正
水
準
に
つ
い
て
諮
問

を
行
っ
て
い
る
。

県
企
業
局
か
ら
の
受
水

費
の
減
額
が
、
今
後

年
10

間
で

億
円
の
減
少
が
見

33

込
ま
れ
、
水
道
管
は
耐
用

年
数

年
を
経
過
し
た
箇

40

所
を
更
新
す
る
必
要
が
あ

り
、
今
後
８
年
間
で
老
朽

管
の
更
新
を
行
う
必
要
が

あ
る
と
い
う
内
容
だ
っ

た
。水

は
生
活
に
欠
か
せ
な

い
も
の
と
し
て
家
計
へ
の

負
担
増
加
に
も
配
慮
し
、

安
く
提
供
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
る
と
考
え
る
。
市

民
生
活
と
水
道
料
金
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か

上
下
水
道
部
長

水
は
生

活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で

あ
り
、
鶴
岡
市
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
料
金
改
正
に
あ

た
っ
て
は
、
極
力
低
廉
な

水
の
供
給
に
努
め
、
福
祉

的
な
観
点
か
ら
、
家
庭
用

少
量
使
用
者
の
水
道
料
金

に
つ
い
て
は
一
定
の
配
慮

の
も
と
に
料
金
設
定
を
行

っ
て
き
た
。

こ
の
度
、
「
鶴
岡
市
水

道
料
金
の
適
正
基
準
」
を

諮
問
し
て
い
る
が
、
広
域

水
道
か
ら
の
受
水
費
の
引

き
下
げ
が
平
成

年
４
月

30

よ
り
実
施
さ
れ
費
用
が
圧

縮
さ
れ
る
こ
と
。
ま
た
、

今
後
の
老
朽
管
の
更
新
、

施
設
の
耐
震
化
に
よ
る
支

出
の
増
加
を
踏
ま
え
、
今

し
た
。

申
し
入
れ
後
に
参
加
者

か
ら
は
、
「
市
長
が
代
わ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
対
話

の
姿
勢
が
示
さ
れ
て
良
か

っ
た
」
と
の
感
想
の
声
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

申
し
入
れ
に
は
、
役
員

と
し
て
山
田
守
市
議
も
参

加
し
ま
し
た
。

広
域
化
で
住
民
の「
水
の
自
治
」薄
れ
る


